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ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 

「学生としてのできる限りを、被災地にいる皆様のために」すずらん。 



自己紹介 

• 名前：成川 隆文 

• 所属：工学研究科環境・エネルギー工学専攻Ｍ１ 

• 専門：原子力安全工学 

     

 

 

• 略歴： 

 4月中旬：災害ボランティアサークル「スズラン」結成 

 ４月下旬：毎週ミーティング開催 

 5月～：毎週被災地の岩手県でボランティア活動 
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ボランティア初心者から気づいたらスズラン代表 

今回の震災・原発災害は他人ごとでは無かった 

ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 ２ 
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１．スズランとは？ 
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スズランの概要 
簡単に言うと・・・ 
 

    ３・１１の東日本大震災を受けて立ち上がった 

    阪大の災害ボランティアサークル 
 

4月の災害ボランティア説明会より発足 
学年・学科を超えた17名の阪大生により構成 
 

5月より被災地で災害ボランティア活動開始 
これまでに10名のメンバーが岩手県で活動 

毎週岩手県入り 
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スズランの役割 

1. 災害ボランティア活動を通した被災者支援 

• メンバー自身が活動 

２．一人でも多くの学生にボランティア活動する 
機会を提供 

•  ハブ組織としての役割 

3. 活動報告を通した情報提供 

• 関西の人にも震災・原発災害を自分たちの問題とし
て認識してもらう 
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２．スズランの活動 
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学内・関西での活動 
• 週一のスズランミーティング 

スズランの活動計画策定 

災害ボランティアに関する情報収集 

– 学生にできる支援は何か？ 

– 関西からできる支援はあるのか？ 

大学間ネットワークの構築を模索 

– 東北大学ＨＡＲＵやYouth for 3.11との連携を模索 
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得られた情報を随時スズラン公式サイトにＵＰ・世間に発信 

  被災地での活動を見据えた活動 

• 神大の足湯講習会に参加 



被災地での活動 
活動日程 ＠岩手県九戸郡野田村 

• 5月1日～4日（6名） 

• 5月12日～15日（3名） 

• 5月21日～22日（4名） 

活動内容 

• 泥かき 

• 戸別訪問 (人探し・泥かき・犬洗い) 

• 仮設住居への引っ越し作業のお手伝い 

• 地元の有力者と復興支援・ボランティアの在り方について協議 

• 地元の観光調査 
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これらはＮＶＮＡＤ(日本災害救援ボラン
ティアネットワーク)さんの支援のもと活動 

ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 ９ 
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ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 １０ 
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３．スズランの活動計画 
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必要期間：5年以上 

震災直後 仮設住居へ入居 個別住宅へ入居 

STEP2 

メンタルケア 

STEP3 

復興政策支援 

STEP1 

 瓦礫や泥出
し作業     

 物資支援 
 炊き出し 

肉体労働メイン 

 阪大の専門
性を生かした
地域の復興
政策支援 

 足湯 
 炊き出し 

 お祭りへの
出店 

スズランの活動計画 
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復興支援
のステップ 

長期に継続した地域密着・被災者と心の通った支援活動の実施 

ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 １５ 



スズランの活動計画 
• 1日～4日 

• 12日～15日 

• 21日～22日 
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その後も毎月の被災地での活動や、関西で出来る後
方支援、定期的な活動報告会を企画 

済 

• 8月27日～29日＠野田村   →  野田村観光祭りに出店 

• 11月頃 まちかね祭＠阪大 →  野田村物産展の実施 

＠野田村 

• 28日～29日          ＠新潟県小千谷市・柏崎市 
→福島県からの原発避難者の支援（田植えイベント実施） 

5月 

• 4日～７日 
• 10日～12日＠野田村 
• 6日～下旬＠阪大 

→福島県土 壌汚染状況調査（核物理研究センターのお手伝い） 
 

6月 



スズランのビジョン 
• 他団体との連携 

– 今後、様々な学生団体と連携してく 

チーム北リアスに加入 

東北大学ＨＡＲＵとの連携模索中 

→その他のＮＰＯや学生団体とも連携を検討し 

より大規模に効果的な支援の実施 
 

• 学生自力の活動の展開 
– 企業や大学のプロジェクトから資金を調達 
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一人でも多くの学生がボランティア活動に参加できる
ように活動資金を自力調達 

ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 １６ 



４．ボランティア募集 
• 災害ボランティア活動をご希望の方は、   
スズラン公式MLへご加入ください。 

 

 

• スズランスタッフの募集は本会終了後、   
個別に相談させて頂きます。 
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スズラン公式サイトhttp://suzuran.jpn.org/の登録
フォームよりMLへ加入できます。 

未来を担う学生こそ、ボランティア活動すべき。 
目の前にこれだけの被害が広がっている。今、動くしかない。 



– 作業内容：土壌サンプル約１５００個のガンマ線 
        スペクトルをGe検出器で測定 
– 作業場所：核物理研究センター（吹田キャンパス）、 
        理学部篠原研（豊中キャンパス） 
– 作業日時：6月6日より15日間程度 
        →1日(9:00~13:00, 13:00~17:00,  
                           17:00~21:00)の３シフト制 
        →１シフトのみの参加もＯＫ 
– 参加資格：院生→理系または線量測定経験者に限る 
        学部生→文系の学生も大歓迎 
☆参加者には測定の講習会があります。 
– 謝礼：謝礼も支給される（予定） 
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大量のボランティア人員が必要です。福島県の支援のために是非とも
ご協力ください！連絡先→nit.takafumi@gmail.com(成川隆文) 

福島県土壌汚染調査ボランティア募集 

ボランティア活動に関する説明と報告・意見交換会 １８ 


